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令和６年度　学校訪問希望計画書

市町
教委名

学校・園名

主
題
研
等
に
つ
い
て

研究主題

副主題

教科等 備考

指
定
校

⑥文科省・県教委
事業名

公表会等の期日

⑦教育事務所
教育実習校

区分

公表会

名　称 区分（教科等） 候補（実施）日 備考（太枠内は市町教委記入）

A
　
計
画
訪
問

②特別支援教育

※訪問学級の在籍人数（　　　）人

③道徳教育 会場校：

④小学校における
教科等専門性向上

教
委
対
応
可
↓

※表の丸番号は、「令和６年度　学校訪問事業の概要」に一致させたものです。

⑤主題研究
－３枠目－

↑

市
町
教
委
記
入

s

B
　
教
育
委
員
会
要
請
訪
問

⑤主題研究
－２枠目－

⑧若手・中堅教員等
指導力向上訪問
－１回目－

⑪いじめ・不登校対策訪
問（生徒指導要請訪問）

⑧若手・中堅教員等
指導力向上訪問
－２回目－C

　
そ
の
他

⑤主題研究
－１枠目－

「市町教委名」をリストから選択
すると、「学校・園名」には、当該市
町教委管内の園・学校名のリスト
が表示されます。

貴校の「研究主題」、「副主題」を、それぞれのセルに直接入力
してください。「副主題」は、ある場合のみで結構です。

研究を行う教科等名をリストから選択します。複数教科等の場
合は、「備考欄参照」を選択し、備考に直接入力します。

② 「区分（訪問対象、障がい種別）」を選択します。訪問する学級等が複数
あるときは「備考欄参照」を選択し、備考に直接入力します。また、備考に在
籍人数を直接入力します。なお、原則、候補日は、５月～７月とします。

③ 「区分（実施年度）」を選択します。
※訪問予定一覧表を参照。候補日及び会場校は、
令和６年度に実施する当該中学校区の学校のみ
入力をします。

④ 「区分（グループ）」を選択します。グループ（ＡからC）を
選択すると、当該グループの教科等名が選択できます。原
則、本訪問で実施していない教科等を選択します。候補日
は、教科等が異なる場合は、同一日の選択を可とします。

⑤ 「区分（学校種及び指定校、教科等名）」を選択します。
学校種及び指定校を選択すると、教科等名が選択できます。
※太枠内（黄色セル）は、市町教育委員会にて入力します。

主題研究訪問の
授業を公開しようと
する訪問を優先し、
可能な範囲で事前
相談も可

原則、オンライン相
談、電話相談、メー
ル相談とします。

⑥文科・県教委指定校は「事業名」、
⑦教育事務所指定校及び教育実習校
は「区分」、「公表会年度」をリストから
選択します。「期日」は、令和５年度に
公表会を実施する場合のみ、入力しま
す。

【全訪問に共通する事項】
・候補日はできるだけ重ならないように５つ記入します。
・３つ以上は、「６月、１０月、１１月以外」で記入します。
・教科等が異なる場合は、同一日で選択することを可とします。
・リストのいずれにも当てはまらない場合は「備考欄参照」を選択し、備考欄に直
接入力します。

⑧ 「区分（訪問の形態）」を選択します。訪問の形態（ＡからC）
を選択すると、教科等名を選択することができます。
※若手・中堅教員等指導力向上訪問は、２回まで希望すること
ができますが、「A 計画訪問」や「B 要請訪問」を優先するた
め、対応できない場合があります。

授業者が 「基礎形成研
修（小・中・義）」として授
業行う場合、備考欄に、
「基礎形成研修と兼ね
る」と記述してください。
授業を行うことで、研修
を実施したことになりま
す。（対象は教職２～５
年目の教員）
すべての訪問で兼ねる
ことができます。

（解説シート）


